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研究成果の概要（和文）：本研究は，感情のコントロールに困難を抱えた若者に対してSTEPPSを実施し，その効
果を検証することを目的としていた。研究１では，BPD症状を測定する尺度であるQuEST-Jを開発し，その信頼
性・妥当性が確認された。研究２では，感情のコントロールが苦手な大学生16名を対象にSTEPPSの効果を検証し
た結果，BPD症状全般，BPD症状の中でも特に思考と感情に関わる部分が介入前と介入後で改善していた。また，
BPD症状全般では，終了3か月後も効果が維持されていた。よって，大学生においてSTEPPSが実施可能であり，有
効である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study was designed to investigate the efficacy of STEPPS for Japanese 
students that have concerns regarding the regulation of their emotions. In Study 1, we developed the
 Japanese version of QuEST and examined its reliability and validity. In Study 2, we investigated 
the efficacy of STEPPS in sixteen students with difficulties in emotional regulation. BPD symptoms,
　especially thought and feelings, improved significantly after the intervention compared to the 
baseline. Moreover,  the positive effects were maintained after the three-month follow-up. These 
results indicate that STEPPS is a feasible and effective program for students.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： STEPPS　境界性パーソナリティ障害　集団認知行動療法　感情調節　効果研究
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９(共通) 

１．研究開始当初の背景 
 
(１)感情のコントロールに困難を抱えた若者
の増加 
 近年，感情のコントロールに困難を抱えた
若者の増加が指摘されている。自身の感情を
上手くコントロールできないことは，社会不
適応や対人関係の失敗につながる恐れがあ
る。こうした感情のコントロール能力は，発
達の過程で家族・友人関係を通して獲得され
ていくものであるが，自然な発達の過程で十
分獲得されなかったとしても再学習が可能
であると考えられる。 
自身の感情を上手くコントロールできな

いことは，個人に大きな苦痛をもたらす。ま
た，社会不適応や対人関係の失敗など，二次
的な障害を引き起こす可能性もある。しかし，
これまで我が国においては，感情を上手くコ
ントロールできないことは多くの場合個人
の問題に帰属され，感情に関する教育は軽視
されてきた。したがって，自然な発達の過程
で感情コントロール能力の獲得が十分に行
われなかった人に対しては，再学習の機会を
整備し充実させることが急務である。 
 
(２)STEPPS とは 
 「感情を予測する力と問題解決力のための
システムズトレーニング(Systems Training 
for Emotional Predictability and Problem 
Solving：以下 STEPPS)」(Blum et al. , 2008)
は，アイオワ大学において開発された対人関
係や感情調節に問題を抱えている境界性パ
ーソナリティ障害(Borderline Personality 
Disorder: 以下 BPD)に対するグループトレ
ーニングプログラムである。STEPPS は感情
のコントロールに困難を抱えるすべての人
に対して有効であることが実証されている
(Blum et al. ,2008)。また，アメリカだけで
はなく，ヨーロッパの多くの国やオーストラ
リア，ケニア，南アフリカなど世界各国で実
施されている。 
 STEPPSに関してはこれまで8つの一般試
験と 3 つのランダム化比較試験(RCT)が行わ
れている。BPD 患者への治療研究としては，
弁証法的行動療法の研究に次いで多くの人
数を扱っている(Black & Blum, 2017)。 
一般試験は，これまでアメリカ，オランダ，

イギリス，イタリアで実施されており，BPD
の症状やネガティブ感情，うつ症状，不安・
対人過敏，自殺関連行動，入院期間，ルール
違反行動などで改善が見られた (Black & 
Blum, 2017)。ランダム化比較試験の結果を
以下に示す。 

Blum et al.,(2008)の研究では，STEPPS+
通常治療群(93 名)と通常治療群(72名)を対象
に効果を検証したところ，STEPPS+通常治
療群(93 名)では BPD の症状(効果量 0.84)が
有意に改善，1 年後も維持されていた。その
他，臨床全般症状，うつ症状，衝動性，ネガ
ティブ感情なども有意に改善していた。Bos 

et al.,(2011)の研究では，BPD の傾向はあっ
ても診断はつかない患者も対象に入れて，
STEPPS+通常治療群(84名)と通常治療群(84
名)に無作為に割り付けて効果を検証した。
STEPPS＋通常治療では BPD 症状(効果量
0.57)が有意に改善した。さらに，BPD 診断
の有無では効果に差がなく，最初の BPD 症
状が重症な方が STEPPS の効果がより高か
った。さらに，Schupper et al.,(2009)らは， 
14～19 歳の若者に対してランダム化比較試
験を実施しており，同じく STEPPS の効果
を明らかにしている。 
よって，BPD の診断がつかない患者にも

STEPPS は効果があることが明らかとなっ
た。さらに，若者を対象にした研究において
もその効果が実証されている。 
 
(３)STEPPS の概要 
 STEPPS マニュアルの第二版 (Blum, 
Bartels, St. John, & Pfohl, 2012)に従って
STEPPS の概要を紹介する。本プログラムは，
「病気と認識する」，「感情を扱うスキルのト
レーニング」，「行動を扱うスキルのトレーニ
ング」から構成されており，全 20 回である。
1 グループは 2 名のファシリテーターおよび
6～10 名のグループメンバーで構成される。
週に 1 回のトレーニングは，症状のアセスメ
ントに始まり，リラクセーション，宿題の共
有，新たなスキルの学習という流れで行われ，
約 2 時間を要する。 
症状のアセスメントには主に QuEST(Qui

ck Evaluation of Severity over Time)(Pfo
hl & Blum, 未刊行)という STEPPS 独自の
尺度を用いる。QuEST は介入開始時から毎
セッションの得点の変動を評価するために
開発されたものであり，ここ 1 週間あるいは
1 か月について，BPD 症状を客観的に知るこ
とができる。思考と感情，ネガティブな行動，
ポジティブな行動の３つの下位尺度からな
る。STEPPS における各レッスンのタイトル
を Table 1 に示す。 
 

 
２．研究の目的 
 STEPPS は BPD 患者に限らず，感情のコ
ントロールに困難を抱えた若者へも有効で
あると考えられる。日本では筆者らが
STEPPS を試験的に導入しているが，それ以
外には行われていない。 
そこで本研究では， STEPPS 内で使用す

レッスン１ 病気と認識する レッスン１３ 行動のマネジメント
レッスン２ フィルター レッスン１４ 目標を設定する
レッスン３ 距離をとる レッスン１５ 食事と睡眠
レッスン４ 言葉にするPart1 レッスン１６ 運動・余暇・身体的健康
レッスン５ 言葉にするPart2 レッスン１７ 自己破壊的行動の回避
レッスン６ 異議を唱えるPart1 レッスン１８ 対人行動スキルPart1
レッスン７ 異議を唱えるPart2 レッスン１９ 対人行動スキルPart2
レッスン８ 異議を唱えるPart3 レッスン２０ 締めくくり
レッスン９ 気晴らしをするPart1

レッスン１０ 気晴らしをするPart2
レッスン１１ 問題に対処するPart1
レッスン１２ 問題に対処するPart2

Table 1 レッスンの内容
病気と認識する

感情を扱うスキルのトレーニング
行動を扱うスキルのトレーニング



る尺度(QuEST)の日本語版を作成して，その
信頼性・妥当性を検証した。次に，感情のコ
ントロールに困難を抱えた若者に対して
STEPPS を実施し，その効果を検証すること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(１)QuEST 日本語版の信頼性・妥当性の検討
(研究１)(伊里他, 2017) 
 QuEST(Quick Evaluation of Severity 
over Time：感情調整困難度に関する簡易的
継時評価尺度)とは，STEPPS で用いられる
BPD 症状を測定する尺度で，より一般人向け
に改良されたものである。そこで，QuEST
日本語版を開発し，その信頼性・妥当性を検
証した。 
対象者： 
関東地方にある国立および私立大学の大

学生 754 名(男性 264 名，女性 482 名，不明
8 名：平均年齢 19.43 ± 1.29，18-30 歳)のう
ち回答に不備のなかった 733名(男性 258名，
女性467名，不明8名：平均年齢19.43 ± 1.29，
18-30 歳)のデータを分析対象とした。このう
ち 208 名(男性 85 名，女性 123 名：平均年齢
19.90 ± 1.10，18-27 歳)は，再検査信頼性検
討のため 1 ヶ月後に再度 QuEST-J を実施し
た。データの照合は，電話番号下 5 桁によっ
て行った。 
調査内容： 

QuEST-J QuEST 英語版(Pfohl & Blum, 
未刊 行； ) を COSMIN(Consensus-based 
Standards for the selection of health 
Measurement Instruments: Mokkink et al, 
2012)に基づき，Bullinger et al.(1998)を参考
にして以下の手順で日本語に翻訳した。 
第一に，筆者らの研究グループのうち 2 名

の臨床心理士が，それぞれ独立して尺度を日
本語に翻訳した。第二に，研究グループ内(6
名の臨床心理士)で訳のわかりやすさや，概念
的な等価性を検討したうえで，独立に訳され
た2つの尺度をすり合わせ，暫定的なQuEST
日本語版を作成した。第 3 に，暫定的な
QuEST-J について，本研究の目的を知らな
い英語と日本語のバイリンガル 2名が独立し
てバックトランスレーションを行った。第 4
に，バックトランスレートされた 2 つの尺度
と原版の尺度の等価性を研究グループ内で
評価し，問題のある個所については日本語を
修正して再度バックトランスレーションを
依頼するか，バックトランスレーターに確認
を行った。この作業を何度か繰り返し，最後
に完成したバックトランスレーション版の
QuEST について原著者に等価性の評価を依
頼し，その指摘をもとに修正を加え，最終的
な QuEST-J を完成させた。 
なお，項目 15“Following through with 

therapy plans to which you agreed (e.g., 
talk therapy, homework assignments, 
coming to appointments, medications, 

etc.)”に関しては，大学生を対象とした研究に
適さないと考え，原著者の許可を得た上で
「安定した生活を送るために役立つと思っ
たことを行うこと(例：学校に行く，宿題をす
る，人と会う約束を守る，服薬する，ゆっく
りと休む時間をとる，カウンセリングに行
く)」に改変した。 
全 15 項目について，5 件法によって回答を

求めた。尺度の合計得点は，原尺度に倣い，
15 に下位尺度 A(Thoughts and Feelings: 
思考と感情)の合計得点と下位尺度B (Behav
iors-Negative: ネガティブな行動)の合計得
点を足し，下位尺度 C(Behaviors-Positive: 
ポジティブな行動)の合計得点を引くという
方法によって算出した。なお，原尺度では，
評価する期間について，「ここ 1 か月」と「こ
こ 1 週間」のいずれかから選択するか，その
他の期間を回答者自身で記入する形式にな
っているが，本研究では，STEPPS 等，一週
間に一度の頻度で行われる心理療法におけ
る毎回の使用を想定し，「ここ 1 週間」に限
定して回答を求めた。その他，感情調節尺度
日本語版(吉津・関口・雨宮, 2013)，DSM-I
V II 軸パーソナリティ障害のための構造化
面接 (SCID-II 日本語版，高橋・大曾摂，20
02) に含まれる人格質問票の項目のうち境界
性人格障害に関する 15 項目，境界例心性尺
度(江上，2011)，日本語版感情制御困難性尺
度(山田・杉江, 2013)，人生に対する満足尺
度(角野, 1994)，BDI-Ⅱ日本語版(小嶋・古川，
2003)を実施した。 
各尺度との関連について検討することで

妥当性を検討，一部の対象者には 1 ヶ月の間
を空けて再度実施することで信頼性を検討
した。 
 
(２)大学生を対象とした単群による STEPPS
の効果研究(研究２) 
感情のコントロールが苦手な大学生を対

象に，STEPPS を実施し，対照群をおかない
単群での効果を検証した。 
分析対象者： 
大学生・大学院生(男性 6 名、女性 13 名、

平均年齢 21.83±4.76 歳)1 
内容： 

20 回版の STEPPS を実施した。週 1 回 2
時間の 20 回である。ファシリテーターは臨
床心理士が担当し，適宜，開発者の Blum か
らメールでのスーパーバイズを受けた。 
評価：  
介入前，12 セッション後，20 セッション

後，介入後 3 ヶ月の 4 回にわたり，BPD 様
症状を測定する QuEST－J(伊里他，2017)，
ポジティブ・ネガティブ感情を測定する
J-PANAS(川人・大塚・甲斐田・中田，2011)，
感情調節方略を測定する ERQ-J(吉津・関
口・雨宮，2013)を実施した。 

                                                  
1 うち 6 名(男性 3 名，女性 3 名)は本助成を
受ける前の藤里他(2015)のデータである。 



 
４．研究成果 
 
(１)QuEST 日本語版の信頼性・妥当性の検討
(研究１) 
因子構造の検討: 
 原尺度は，理論的根拠に基づいて 3 つの下
位尺度で構成されている。ただし，これらの
3 つの下位尺度構成の妥当性について，因子
分析による検討は行われていない。そこで，
QuEST-J においてこのような因子構造が得
られるかどうか確認するために，確認的因子
分析を実施した(Figure 1)。 

 
Figure 1 Results of Confirmatory Factor 

Analysis of the Japanese version of Quick 
Evaluation of Severity over Time 
(QuEST-J) 
 
１度目の分析において“ネガティブな行動”
と“ポジティブな行動”間に有意な相関関係が
観測されなかったため，共変関係のパスを除
外して２度目の分析を行った。その結果，適
合度は χ2/df = 5.48,SRMR = .06, RMSEA 
= .08, CFI = .90 であった。したがって，本分
析においては，全体的に許容範囲の適合度が
得られたといえよう。また，因子間相関につ
いては，“思考と感情”と“ネガティブな行動”
間で.75，“思考と感情”と“ポジティブな行動”
間で-.09 の値を示した。 
信頼性の検討: 
まず，QuEST-J の内的一貫性について検

討するため，下位尺度“ポジティブな行動”に
含まれる項目(項目番号 13～15)を逆転項目
として処理し，全項目について Cronbach の
α 係数を算出した。その結果，α＝.85 の値を
得た。また，下位尺度ごとの α 係数は“思考と
感情”が α＝.87，“ネガティブな行動”が α＝.73，
“ポジティブな行動”が α＝.71 であった。 
 次に，再検査信頼性について検討するため，
級内相関係数を算出した。その結果，
QuEST-J 全体についての級内相関係数は
ICC＝.84(95%CI＝.79-.88)であった。また，

下位尺度“思考と感情”は ICC＝.82(95%CI
＝ .77-.86)， “ネガティブな行動 ”は ICC
＝.72(95%CI＝.63-.79)，“ポジティブな行動”
は ICC＝.60(95%CI＝.48-.70)であった。 
 よって，QuEST-J は，一定の内的一貫性，
構成概念信頼性，再検査信頼性を有している
ことが示され，QuEST-J の信頼性が確認さ
れた。 
妥当性の検討: 
 基準関連妥当性を検討するため，QuEST-J
と ERQ-J，SCID-II の BPD 項目，境界例心
性尺度， J-DERS， SWLS，BDI-II との相
関関係について検討した。その結果，
QuEST-J 全体は，SCID-II の BPD 項目，境
界例心性尺度，J-DERS，BDI-II との間に有
意な正の相関が(それぞれ，r＝.66，r＝.69，
r＝.54，r＝.69)，SWLS との間に有意な負の
相関(r＝-.36)が見られた。また，QuEST-J の
下位尺度である “ポジティブな行動 ”と
ERQ-J の“再評価方略”との間に有意な正の
相関(r＝.40)が見られ，想定した結果が得ら
れた。また，“思考と感情”および“ネガティブ
な行動”と“再評価方略”には，想定通り有意な
負の相関が示された(それぞれ r＝-.16，r＝
-.09)。なお，ERQ-J の“抑制方略”は，QuEST-J
の下位尺度および合計得点のいずれともご
くわずかな正の相関を示したのみであった。 
 QuEST-J と既存の尺度との相関は，想定
通りの結果であることが確認され，妥当性を
有した尺度であると結論付けられた。 
 
(２)大学生を対象とした単群による STEPPS
の効果研究(研究２) 
 19 名中 3 名が中断したため，16 名(男性 5
名、女性 11 名)の下位尺度得点の差について
フリードマン検定を用いて検討した。 

QuEST-J の合計得点(χ²=11.44，p<0.01)(F
giure 2)および思考と感情(χ²=12.17，p<0.0
1)(Figure 3)，ERQ-J の再評価方略(χ²=9.57，
p<0.05)，J-PANAS のネガティブ感情(χ²=8.
43，p<0.05)(Figure 4)にて有意な差が見られ
た。 
多重比較の結果，QuEST-J の合計得点で

介入前より介入後および 3 ヶ月後，思考と感
情で介入前より介入後，ネガティブ感情で介
入前より介入後で有意に得点が改善してい
た。 
よって，BPD 症状全般，BPD 症状の中で

も特に思考と感情に関わる部分が介入前と
介入後で改善していた。さらに，BPD 症状全
般は終了 3 か月後も効果が維持されていた。
感情のコントロールが苦手な大学生におい
て，STEPPS が実施可能であり，有効である
可能性が示された。 



 
Figure2 QuEST-J 合計得点の変化 

 
 
 

 
Figure3 QuEST-J 思考と感情得点の変化 
 

 

 
Figure4 J-PANAS ネガティブ感情得点の

変化 
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